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日
本
の
歴
史
遺
産
が 

脈
動
し
て
い
る
ま
ち 

大
阪
土
佐
堀
・
中
之
島
・ 

西
天
満
地
区
散
策 

秋
の
さ
わ
や
か
な
10
月
15

日
、
大
阪
メ
ト
ロ
淀
屋
橋
駅

に
全
員
集
合
し
、
日
本
の
歴

史
遺
産
が
今
も
脈
動
し
て
い

る
中
之
島
・
西
天
満
・
土
佐

堀
・
北
浜
・
今
橋
地
区
を
散
策

し
ま
し
た
。 

今
ま
で
に
、
緒
方
洪
庵
適

塾
、
大
阪
市
立
中
央
公
会
堂
、

大
阪
中
之
島
図
書
館
な
ど

個
々
に
訪
問
し
て
来
ま
し
た
。 

今
回
は
、
コ
ロ
ナ
の
問
題

が
あ
り
、
大
阪
裁
判
所
と
大

林
歴
史
館
は
、
館
内
に
入
り

ま
し
た
。
他
は
時
間
の
関
係

も
あ
り
外
部
か
ら
訪
問
す
る

方
式
に
し
ま
し
た
。 

午
前
中
に
訪
問
し
た
所 

①
懐
徳
堂
旧
阯
碑 

町
人
の
為
に
作
っ
た
塾
で
、

大
阪
大
学
の
源
流
と
な
る
。 

②
銅
座
の
跡 

 

銅
は
重
要
な
金
属
で
こ
の

銅
座
で
管
理
し
て
い
た
。 

 
 

③
愛
珠
幼
稚
園
園
舎 

 

140
年
前
に
出
来
た
現
在
最

古
の
公
立
幼
稚
園
建
築
で
す
。 

         

④
緒
方
洪
庵
適
塾 

 

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て

多
く
の
志
士
を
育
て
塾
出
身

者
が
慶
応
義
塾
を
創
設
し
た
。  

 
 

⑤
栴
檀
木
橋(

せ
ん
だ
ん
の
き
ば
し
） 

 

江
戸
時
代
初
期
に
諸
藩
の

蔵
や
豪
商
の
屋
敷
が
あ
る
中

之
島
と
北
浜
を
つ
な
ぐ
橋
。 

⑥
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館 

 

明
治
37
年
に
住
友
吉
左
衛

門
氏
が
大
阪
市
に
寄
付
し
た
。 

⑦
水
晶
橋 

 
 

 

昭
和
4
年
に
完
成
し
た
堂

島
川
可
動
堰
で
、
橋
上
に
あ

る
照
明
灯
が
水
面
に
映
る
様

が
水
晶
の
か
が
や
き
に
似
て

い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
出
た

愛
称
だ
そ
う
で
す
。 

⑧
佐
賀
藩
蔵
屋
敷
跡 

 

江
戸
時
代
そ
の
水
運
の
利

便
性
か
ら
天
下
の
台
所
と
呼

ば
れ
た
大
坂
・
中
之
島
に
諸

藩
は
年
貢
米
の
換
金
や
産
物

の
売
り
さ
ば
き
の
た
め
蔵
屋

敷
を
置
い
た
。 

 
 

⑨
大
阪
裁
判
所 

大
阪
高
等

裁
判
所
・
大
阪
地
方
裁
判
所
・

家
庭
裁
判
所
等
が
一
ケ
所
に

あ
り
ま
す
。 

⑩
鉾
流
橋(

ほ
こ
な
が
し
ば
し) 

 

天
神
祭
の
際
行
わ
れ
る
鉾

流
し
の
神
事
に
ち
な
む
橋
名

が
つ
け
ら
れ
た
。 

⑪
大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術

館 
 

 

安
宅
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
安

宅
産
業
が
寄
付
し
た
品
が
中

心
で
す
。 

昼
食
の
場
所 

中
之
島
公
会
堂
は
、
公
会

堂
建
築
物
と
し
て
西
日
本
で

初
め
て
、
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
の
で
、
昼
食

を
そ
の
食
堂
（
ソ
ー
シ
ャ
ル

イ
ー
ト
ア
ウ
ェ
イ
ク
）
で
和

の
食
材
を
使
用
し
た
フ
ラ
ン

ス
料
理
を
頂
く
事
に
し
ま
し

た
。
店
内
は
広
々
と
し
、
洗
練

さ
れ
優
雅
な
雰
囲
気
で
し
た
。 

午
後
の
訪
問
先 

①
か
ら
②
は
、
前
の
道
路
が

工
事
中
で
見
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。 

①
木
村
長
門
守
重
成
表
忠
碑 

 

②
こ
ど
も
本
の
森 

中
之
島 

③
俵
物
取
引
所
跡
碑 

 

俵
物
と
呼
ば
れ
る
ふ
か
の

ひ
れ
や
干
な
ま
こ
、
干
あ
わ

び
な
ど
は
、
当
時
の
日
本
の

重
要
な
特
産
物
で
、
長
崎
か

ら
中
国
な
ど
に
む
け
て
輸
出

さ
れ
て
い
た
。 

④
北
浜
レ
ト
ロ
ビ
ル
ヂ
ン
グ 

 

証
券
の
仲
買
業
者
の
社

屋
と
し
て
明
治
45
年
に
竣

工
し
た
建
物
。 

⑤
今
橋
碑 

今
橋
は
、
大
坂
の
陣
絵
図

な
ど
に
名
前
が
登
場
す
る

こ
と
か
ら
、
豊
臣
時
代
に
は

す
で
に
架
け
ら
れ
て
い
た

と
推
定
さ
れ
る
。 

⑥
里
程
元
標
跡 

 

明
治
9
年
道
路
の
制
度

公
布
に
よ
り
里
程
計
算
の

起
点
と
な
り
、
高
麗
橋
の
東

南
詰
に
元
標
が
た
て
ら
れ

た
。 

⑦
葭
屋
橋 

天
明
4
年
に
、
葭
屋
庄

七
ら
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

⑧
大
林
歴
史
館 

こ
の
歴
史
館
は
、
平
成

13
年
10
月
、
大
林
組
創
業

110
年
を
機
に
開
設
さ
れ
た
。 

            

個
々
の
詳
細
な
説
明
は
、

「
VG
槻
輪
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
、
各
項
目
を
写
真
も
添
え

説
明
し
て
い
ま
す
。 
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わ
が
ま
ち
紹
介 

メガネリサイクルにご協力を！！ 

このメガネリサイクル活動は、日本

とスリランカの交流の窓口として諸活

動をされている関西スリランカ友の会

の中の活動の一つで、VG槻輪もいつ

も協力しています。 

仏教信心に篤いスリランカの人が死

後の生を願い、角膜を日本に寄贈、そ

の返礼に不用のメガネを専門家による

調整をして送り届けるというもので

す。 

いつもメガネリサイクルにご協力し

て頂き有難う御座います。 

今年の募集の期限がきていますので

お願いします。 

記 

１．締め切り：11月末 

次回（11月19日）VG槻輪 

「わがまち紹介」時にお持ち下さ

い。都合の悪い時は会員にご連絡

下さい。 

２．次回予定：令和3年5月末です 

３．担当： 上村サト子  

（電話072-687-7652） 

２０２０年１１月度行事予定  

京都で必ず訪れたいまち：東山区祇園町 

八坂神社参拝・漢字ミュージアム訪問 

月 日：2020年１１月１９日（木） 

集 合：阪急京都河原町駅 東改札出口 集合 

内 容：八坂神社参拝・漢字ミュージアム見学 

その他：１）雨天予報の場合は前日に連絡網で連絡。 

２）詳細は別途配布資料をご参照下さい。 

２０２０年１２月度行事予定  

バランスとアクセスの良いまち：江坂 

ダスキンミュージアム見学 

月 日：2020年１２月３日（木） 

集 合：大阪メトロ江坂駅 南改札出口 

内 容：ダスキンミュージアム見学 

その他：１）雨天決行 

２）詳細は別途配布資料をご参照下さい。 

重要文化財の 

愛珠幼稚園園舎 

大林歴史館の大林芳五郎 

パネルの前で記念写真 


